
JP 6911618 B2 2021.7.28

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の飲食店端末または料理人端末と通信可能な通信部と、
　少なくとも、調理工程毎の食材名、調味料名、各食材及び各調味料の分量及び原価、並
びに調理時間を含み、所定のフォーマットで記述され、複数の飲食店または料理人によっ
て作成された複数のレシピ情報と、各レシピ情報の売買回数を含む売買履歴情報とを記憶
する記憶部と、
　前記各レシピ情報における、各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間
のうち少なくとも１つと、前記売買回数とを基に、前記各食材及び各調味料の数及び原価
、調理工程数、調理時間が小さく、前記売買回数が大きいレシピ情報ほどスコアが高くな
るように、前記各レシピ情報のスコアを算出し、前記記憶部に記憶する制御部と
　を具備する情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置であって、
　前記記憶部は、前記各レシピ情報の作成年月日を示す情報を記憶し、
　前記制御部は、前記作成年月日が古いレシピ情報ほどスコアが高くなるように、前記各
レシピ情報のスコアを算出する
　情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の情報処理装置であって、
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　前記制御部は、前記算出されたスコアを基に前記各レシピ情報の販売金額を算出する
　情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記制御部は、前記複数のレシピ情報の前記飲食店または前記料理人間の売買のために
、当該複数のレシピ情報の少なくとも一部または当該複数のレシピ情報の識別情報を掲載
したレシピ情報提供ページを生成して飲食店端末または料理人端末からの要求に応じて送
信する
　情報処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の情報処理装置であって、
　前記制御部は、前記レシピ情報の少なくとも一部または当該複数のレシピ情報の識別情
報を、前記算出されたスコアを示す情報と共に前記レシピ情報提供ページに掲載する
　情報処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の情報処理装置であって、
　前記制御部は、前記飲食店毎に、前記レシピ情報の少なくとも一部または前記レシピ情
報の識別情報を含む飲食店情報の一覧を掲載した飲食店情報提供ページを生成してユーザ
端末からの要求に応じて送信し、前記複数の飲食店の飲食店情報に含まれるレシピ情報の
スコアの平均値を基に、各飲食店の評価情報を算出し、当該評価情報を前記飲食店情報と
共に前記飲食店情報提供ページに掲載する
　情報処理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の情報処理装置であって、
　前記制御部は、前記ユーザ端末から、前記スコアの平均値を検索条件とした飲食店情報
検索要求を受け付け、当該スコアの平均値を基に検索された飲食店情報を掲載した飲食店
情報提供ページを前記ユーザ端末へ送信する
　情報処理装置。
【請求項８】
　少なくとも、調理工程毎の食材名、調味料名、各食材及び各調味料の分量及び原価、並
びに調理時間を含み、所定のフォーマットで記述され、複数の飲食店または料理人によっ
て作成された複数のレシピ情報と、各レシピ情報の売買回数を含む売買履歴情報とを記憶
し、
　前記各レシピ情報における、各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間
のうち少なくとも１つと、前記売買回数とを基に、前記各食材及び各調味料の数及び原価
、調理工程数、調理時間が小さく、前記売買回数が大きいレシピ情報ほどスコアが高くな
るように、前記各レシピ情報のスコアを算出し、
　前記算出されたスコアを記憶する
　情報処理方法。
【請求項９】
　情報処理装置に、
　少なくとも、調理工程毎の食材名、調味料名、各食材及び各調味料の分量及び原価、並
びに調理時間を含み、所定のフォーマットで記述され、複数の飲食店または料理人によっ
て作成された複数のレシピ情報と、各レシピ情報の売買回数を含む売買履歴情報とを記憶
するステップと、
　前記各レシピ情報における、各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間
のうち少なくとも１つと、前記売買回数とを基に、前記各食材及び各調味料の数及び原価
、調理工程数、調理時間が小さく、前記売買回数が大きいレシピ情報ほどスコアが高くな
るように、前記各レシピ情報のスコアを算出するステップと、
　前記算出されたスコアを記憶するステップと
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　を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飲食店のメニューのレシピに関する情報を処理可能な情報処理装置、情報処
理方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、料理のレシピ（調理法）に関する情報を処理可能なシステムが知られている
。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１には、既知レシピと未知レシピの各テキストデータから抽出し
た単語に基づき、レシピ単語種類ごとの既知レシピと未知レシピとの類似度を算出し、当
該類似度に対し、レシピ評価基準（味、調理時間、健康性、費用、独創性等）ごとに異な
る重み付けを行うことで、レシピ評価基準ごとの既知レシピと未知レシピとの類似度を算
出し、当該類似度に基づき、レシピ評価基準ごとに未知レシピと類似する既知レシピを認
識し、当該既知レシピのレシピ評価基準のスコアに基づき、未知レシピのスコアをレシピ
評価基準ごとに決定するレシピ評価装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－０４５６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、価値の高いレシピは、親から子、料理人から料理人、飲食店から飲食店へと
代々引き継がれていくものであり、そのような長い歴史を持つレシピ程、保護されるべき
レシピであると言える。しかしながら、上記技術では、各レシピのスコアは、味、料理時
間、健康性、費用、独創性等によって決定されており、各レシピの歴史は考慮されていな
いため、長い歴史を持つレシピが歴史の浅いレシピと同じ基準で評価されてしまう。
【０００６】
　以上のような事情に鑑み、本発明の目的は、長い歴史を持つレシピの価値を向上させる
ことが可能な情報処理装置、情報処理方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の一形態に係る情報処理装置は、通信部と、記憶部と
、制御部とを有する。上記通信部は、複数の飲食店端末または料理人端末と通信可能であ
る。上記記憶部は、少なくとも、調理工程毎の食材名、調味料名、各食材及び各調味料の
分量及び原価、並びに調理時間を含み、所定のフォーマットで記述され、複数の飲食店ま
たは料理人によって作成された複数のレシピ情報と、各レシピ情報の売買回数を含む売買
履歴情報とを記憶する。上記制御部は、上記各レシピ情報における、各食材及び各調味料
の数及び原価、調理工程数、調理時間のうち少なくとも１つと、上記売買回数とを基に、
上記各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間が小さく、上記売買回数が
大きいレシピ情報ほどスコアが高くなるように、上記各レシピ情報のスコアを算出し、上
記記憶部に記憶する。
【０００８】
　この構成により情報処理装置は、レシピ情報に含まれる食材の原価や分量、調理工程数
、調理時間のみならず、レシピ情報の売買回数を基にレシピ情報のスコアを算出して記憶
することで、より売買回数の大きい、すなわち、より長い歴史を持つレシピをより高く評
価することができる。
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【０００９】
　上記記憶部は、上記各レシピ情報の作成年月日を示す情報を記憶してもよい。この場合
上記制御部は、上記作成年月日が古いレシピ情報ほどスコアが高くなるように、上記各レ
シピ情報のスコアを算出してもよい。
【００１０】
　これにより情報処理装置は、単に売買回数が多いだけでなく、仮に売買回数はそれほど
多くなくても、それを購入した飲食店または料理人にそれぞれ長期間使用され、長い年月
に亘って売買対象とされているレシピを、より高く評価することができる。
【００１１】
　上記制御部は、上記算出されたスコアを基に上記各レシピ情報の販売金額を算出しても
よい。
【００１２】
　これにより情報処理装置は、各食材や調味料の数、原価、調理時間、調理工程数、とい
った客観的な指標を基に、各レシピ情報の適正価格を決定することができる。
【００１３】
　上記制御部は、上記複数のレシピ情報の上記飲食店または料理人間の売買のために、当
該複数のレシピ情報の少なくとも一部または当該複数のレシピ情報の識別情報を掲載した
レシピ情報提供ページを生成して飲食店端末または料理人端末からの要求に応じて送信し
てもよい。
【００１４】
　さらに上記制御部は、上記レシピ情報の少なくとも一部または当該複数のレシピ情報の
識別情報を、上記算出されたスコアを示す情報と共に上記レシピ情報提供ページに掲載し
てもよい。
【００１５】
　これにより情報処理装置は、上記レシピ情報提供ページおいて、各レシピ情報のスコア
を各飲食店または料理人に把握させ、購入時の参考にさせることで、より長い歴史を有す
るレシピ情報の価値を向上させることができる。
【００１６】
　上記制御部は、上記飲食店毎に、上記レシピ情報の少なくとも一部または上記識別情報
を含む飲食店情報の一覧を掲載した飲食店情報提供ページを生成してユーザ端末からの要
求に応じて送信し、上記複数の飲食店の飲食店情報に含まれるレシピ情報のスコアの平均
値を基に、各飲食店の評価情報を算出し、当該評価情報を上記飲食店情報と共に上記飲食
店情報提供ページに掲載してもよい。
【００１７】
　これにより情報処理装置は、より長い歴史を有する、価値の高いレシピを持つ飲食店を
より高く評価することで、各飲食店に、より価値の高いレシピを作成するモチベーション
を与えることができる。
【００１８】
　上記制御部は、上記ユーザ端末から、上記スコアの平均値を検索条件とした飲食店情報
検索要求を受け付け、当該スコアの平均値を基に検索された飲食店情報を掲載した飲食店
情報提供ページを上記ユーザ端末へ送信してもよい。
【００１９】
　これにより情報処理装置は、より高い価値を有するレシピを持つ飲食店をユーザに容易
に検索させることができる。
【００２０】
　本発明の他の形態に係る情報処理方法は、
　少なくとも、調理工程毎の食材名、調味料名、各食材及び各調味料の分量及び原価、並
びに調理時間を含み、所定のフォーマットで記述され、複数の飲食店または料理人によっ
て作成された複数のレシピ情報と、各レシピ情報の売買回数を含む売買履歴情報とを記憶
し、
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　上記各レシピ情報における、各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間
のうち少なくとも１つと、上記売買回数とを基に、上記各食材及び各調味料の数及び原価
、調理工程数、調理時間が小さく、上記売買回数が大きいレシピ情報ほどスコアが高くな
るように、上記各レシピ情報のスコアを算出し、
　上記算出されたスコアを記憶する、ことを含む。
【００２１】
　本発明の他の形態に係るプログラムは、情報処理装置に、
　少なくとも、調理工程毎の食材名、調味料名、各食材及び各調味料の分量及び原価、並
びに調理時間を含み、所定のフォーマットで記述され、複数の飲食店または料理人によっ
て作成された複数のレシピ情報と、各レシピ情報の売買回数を含む売買履歴情報とを記憶
するステップと、
　上記各レシピ情報における、各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間
のうち少なくとも１つと、上記売買回数とを基に、上記各食材及び各調味料の数及び原価
、調理工程数、調理時間が小さく、上記売買回数が大きいレシピ情報ほどスコアが高くな
るように、上記各レシピ情報のスコアを算出するステップと、
　上記算出されたスコアを記憶するステップと、を実行させる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明したように、本発明によれば、長い歴史を持つレシピの価値を向上させること
ができる。しかし、当該効果は本発明を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態に係るレシピ情報提供システムの構成を示した図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る飲食店／レシピ情報提供サーバのハードウェア構成を
示した図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る飲食店／レシピ情報提供サーバが有するデータベース
の構成を示した図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る飲食店／レシピ情報提供サーバによる、レシピスコア
算出処理の流れを示したフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態において飲食店／レシピ情報提供サーバが生成したレシピ情
報提供ページの例を示した図である。
【図６】本発明の一実施形態において飲食店／レシピ情報提供サーバが記憶するレシピ情
報の例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００２５】
　［システムの構成］
　図１は、本実施形態に係る飲食店／レシピ情報提供システムの構成を示した図である。
【００２６】
　同図に示すように、このシステムは、インターネット１５０上の飲食店／レシピ情報提
供サーバ１００と、複数のユーザ端末２００と、複数の飲食店端末３００とを含む。
【００２７】
　飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、飲食店に関する情報を掲載した飲食店情報ポ
ータルサイト及び飲食店から提供されたレシピ情報を掲載したレシピ情報ポータルサイト
を運営するウェブサーバである。飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、複数のユーザ
端末２００及び複数の飲食店の飲食店端末３００とインターネット１５０を介して接続さ
れている。
【００２８】
　飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、上記飲食店情報ポータルサイトにおいて、ユ
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ーザ端末２００のユーザ向けに飲食店情報の検索システムを提供する。具体的には、飲食
店／レシピ情報提供サーバ１００は、ユーザ端末２００からの検索要求に基づいて検索条
件に合致する飲食店情報を検索し、検索結果を掲載したＷｅｂページを生成してユーザ端
末２００へ送信する。また飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、当該飲食店情報を閲
覧したユーザのユーザ端末２００からの、いずれかの飲食店に対する予約受付処理を代行
する。
【００２９】
　また飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、上記レシピ情報ポータルサイトにおいて
、飲食店端末３００のユーザ（管理者）向けにレシピ情報の売買システムを提供する。具
体的には、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、飲食店端末３００からのレシピ情報
掲載要求に応じて、上記レシピ情報ポータルサイト上のレシピ情報提供ページにレシピ情
報を掲載し、当該レシピ情報提供ページ上において、他の飲食店端末３００からの購入要
求に応じてレシピ情報の売買処理及びそれに伴う決済処理を実行する。
【００３０】
　ユーザ端末２００（２００Ａ，２００Ｂ，２００Ｃ...）は、ユーザにより使用される
端末であり、例えばスマートフォン、携帯電話、タブレットＰＣ（Personal Computer）
、ノートブックＰＣ、デスクトップＰＣ等である。ユーザ端末２００は、飲食店／レシピ
情報提供サーバ１００へアクセスし、上記飲食店情報ポータルサイトからＷｅｂページを
受信してブラウザ等により画面に表示する。
【００３１】
　ユーザ端末２００は、ユーザの操作に基づいて、飲食店の所在エリアやジャンル等、飲
食店の検索条件を決定し、当該検索条件に基づく飲食店検索要求を飲食店／レシピ情報提
供サーバ１００へ送信する。そしてユーザ端末２００は、ユーザの操作に基づいて、上記
検索結果として表示されたいずれかの飲食店に対する予約要求を飲食店／レシピ情報提供
サーバ１００へ送信可能である。
【００３２】
　また一方で飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、上記飲食店情報ポータルサイトに
掲載される飲食店（加盟店）向けに、飲食店情報の管理画面（Ｗｅｂページ）を提供して
いる。飲食店端末３００のユーザは、当該管理画面を介して、上記検索結果として一般ユ
ーザに提供されるＷｅｂページ上の飲食店情報（コンテンツ）を編集・更新し、当該Ｗｅ
ｂページを上記ポータルサイト上にアップロードすることができる。
【００３３】
　飲食店端末３００（３００Ａ，３００Ｂ，３００Ｃ...）は、各飲食店に設置されてい
る端末であり、タブレットＰＣ、ノートブックＰＣ、デスクトップＰＣ等である。飲食店
端末３００は、管理者の操作に基づいて、上記飲食店情報の編集・更新等、自身の飲食店
情報に関する処理を飲食店／レシピ情報提供サーバ１００との通信により実行することが
可能である。
【００３４】
　さらに、飲食店端末３００は、自店で提供されている（または提供予定の）メニューの
レシピ情報を作成し、そのレシピ情報の上記レシピ情報ポータルサイトへの掲載要求を上
記飲食店／レシピ情報提供サーバ１００へ送信可能である。
【００３５】
　また、他の飲食店端末３００の管理者は、自店のメニューへの導入を目的に、上記レシ
ピ情報ポータルサイトのレシピ情報提供ページ上で希望のレシピ情報を購入することが可
能である。当該レシピ情報は、上記レシピ情報ポータルサイト上に所定のフォーマットで
アップロードされ、上記購入によりダウンロードされる。
【００３６】
　本実施形態では、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、上記レシピ情報提供ページ
に掲載される、または掲載済みのレシピ情報の評価値であるスコアを算出して、当該スコ
アをレシピ情報と共にレシピ情報提供ページに掲載する。当該スコア算出処理の詳細につ
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いては後述する。
【００３７】
［レシピ情報提供サーバのハードウェア構成］
　図２は、上記飲食店／レシピ情報提供サーバ１００のハードウェア構成を示した図であ
る。同図に示すように、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）１１、ＲＯＭ（Read Only Memory）１２、ＲＡＭ（Random Access Memory
）１３、入出力インタフェース１５、及び、これらを互いに接続するバス１４を備える。
【００３８】
　ＣＰＵ１１は、必要に応じてＲＡＭ１３等に適宜アクセスし、各種演算処理を行いなが
ら飲食店／レシピ情報提供サーバ１００の各ブロック全体を統括的に制御する。ＲＯＭ１
２は、ＣＰＵ１１に実行させるＯＳ、プログラムや各種パラメータなどのファームウェア
が固定的に記憶されている不揮発性のメモリである。ＲＡＭ１３は、ＣＰＵ１１の作業用
領域等として用いられ、ＯＳ、実行中の各種アプリケーション、処理中の各種データを一
時的に保持する。
【００３９】
　入出力インタフェース１５には、表示部１６、操作受付部１７、記憶部１８、通信部１
９等が接続される。
【００４０】
　表示部１６は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＯＥＬＤ（Organic Electr
oLuminescence Display）、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）等を用いた表示デバイスである
。
【００４１】
　操作受付部１７は、例えばマウス等のポインティングデバイス、キーボード、タッチパ
ネル、その他の入力装置である。操作受付部１７がタッチパネルである場合、そのタッチ
パネルは表示部１６と一体となり得る。
【００４２】
　記憶部１８は、例えばＨＤＤ（Hard Disk Drive）や、フラッシュメモリ（ＳＳＤ；Sol
id State Drive）、その他の固体メモリ等の不揮発性メモリである。当該記憶部１８には
、上記ＯＳや各種アプリケーション、各種データが記憶される。
【００４３】
　後述するが、特に本実施形態において、記憶部１８は、後述するレシピスコア算出処理
に必要なアプリケーション等のプログラムの他、飲食店情報データベース、ユーザ情報デ
ータベース、レシピ情報データベース、及び売買履歴情報データベースを有している。
【００４４】
　通信部１９は、例えばEthernet用のＮＩＣ（Network Interface Card）や無線ＬＡＮ等
の無線通信用の各種モジュールであり、上記ユーザ端末２００及び飲食店端末３００との
間の通信処理を担う。
【００４５】
　なお、図示しないが、ユーザ端末２００及び飲食店端末３００の基本的なハードウェア
構成も上記飲食店／レシピ情報提供サーバ１００のハードウェア構成と略同様である。
【００４６】
［レシピ情報提供サーバのデータベース構成］
　図３は、上記飲食店／レシピ情報提供サーバ１００が有するデータベースの構成を示し
た図である。
【００４７】
　同図に示すように、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、記憶部１８に、飲食店情
報データベース３１、ユーザ情報データベース３２、レシピ情報データベース３３、及び
売買履歴情報データベース３４を有している。
【００４８】
　飲食店情報データベース３１は、飲食店毎に、その飲食店の店名、所在位置（住所また
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は緯度経度）情報、立地エリア情報、アクセス情報（最寄り駅情報、最寄り駅からの徒歩
距離情報）電話番号、その飲食店を識別するＩＤ（店舗ＩＤ）、その飲食店の業態・サー
ビスのカテゴリ情報、その飲食店を紹介する情報（店舗のＰＲ文等の店舗の特徴を示す情
報、飲食店が行うイベント情報等）、飲食店に関する（飲食店を紹介する）画像データ、
飲食店が提供するメニューに関するメニュー情報、平均予算情報、営業時間、ウェブサイ
トＵＲＬ等の情報等を記憶している。これらの情報は、各飲食店の飲食店端末３００から
、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００が提供する管理画面を介して入力されたものであ
る。
【００４９】
　上記メニュー情報は、上記飲食店情報ポータルサイト上の各飲食店のメニューページに
掲載されるメニューに対応する情報であり、各飲食店が提供可能な複数のメニューのメニ
ュー名を、飲食店毎に記憶している。当該メニュー情報は、例えば前菜／メイン、ランチ
／ディナー／コース等のメニューカテゴリ毎に記憶されてもよい。またメニュー情報とし
ては、メニュー名や値段、説明等を示す文字情報の他、当該メニューを撮影した写真等の
画像情報も対応付けて記憶される。
【００５０】
　上記エリア情報は、例えば都道府県単位のものであるが、市区町村等のより狭い範囲の
単位でも情報が記憶されてもよい。上記カテゴリ情報は、例えば和食、中華、イタリアン
、フレンチ、焼肉等のメインカテゴリの他、和食における焼き鳥・天ぷら等、イタリアン
におけるパスタ・ピザ等のより詳細なサブカテゴリを含んでいてもよい。
【００５１】
　ユーザ情報データベース３２は、ユーザ端末２００を所有する、上記飲食店／レシピ情
報提供サーバ１００が提供する上記飲食店情報ポータルサイトを介した飲食店情報サービ
スの利用者（会員）であるユーザに関する情報を記憶する。具体的には、ユーザ情報デー
タベース３２は、ユーザＩＤ、パスワード、氏名、メールアドレス、電話番号、住所、年
齢（層）、性別、誕生日等の情報をユーザ毎に記憶している。
【００５２】
　レシピ情報データベース３３は、上記飲食店／レシピ情報提供サーバ１００が提供する
上記レシピ情報ポータルサイトのレシピ情報提供ページに掲載されている複数のレシピ情
報を記憶している。
【００５３】
　当該レシピ情報は、少なくとも、レシピ名（メニュー名）その他のレシピ識別情報（レ
シピＩＤ等）、食材名、調味料名、各食材及び各調味料の分量及び原価、並びに調理時間
を含み、所定のフォーマットで各飲食店によって記述される。また当該レシピ情報は、複
数の調理工程情報を有し、上記食材名、調味料名、及びそれらの分量、原価、調理時間に
関する情報は、当該調理工程と対応付けられ、調理工程毎にも認識可能に記憶されている
。また当該レシピ情報はさらに、各レシピ情報について算出されたスコア情報も記憶して
いる。
【００５４】
　当該レシピ情報は、上記飲食店情報ポータルサイトの各飲食店のメニューページに掲載
されるメニュー情報（上記飲食店情報データベース３１におけるメニュー情報）のうち少
なくとも一部と対応している。すなわち、各飲食店は、自店のメニューのうち、例えばそ
のレシピに高い価値があると思われるメニューのレシピ情報を上記フォーマットで作成し
て、その販売用に、上記レシピ情報提供ページへアップロードする。
【００５５】
　売買履歴情報データベース３４は、上記レシピ情報提供ページを介したこれまでのレシ
ピ情報の売買に関する履歴情報をレシピ情報毎（レシピＩＤ等の識別情報毎）に記憶して
いる。当該売買履歴情報は、これまでの売買回数、売買当事者（販売／購買した飲食店）
、これまでの売買時の売買価格、及び現在の販売価格等の情報を含む。
【００５６】
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　これら各データベースは、後述する飲食店／レシピ情報提供サーバ１００によるレシピ
スコア算出処理において、必要に応じて相互に参照されて用いられる。
【００５７】
［レシピ情報提供サーバの動作］
　次に、以上のように構成された飲食店／レシピ情報提供サーバ１００の動作について説
明する。当該動作は、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００のＣＰＵ１１及び通信部１９
等のハードウェアと、記憶部１８に記憶されたソフトウェアとの協働により実行される。
以下の説明では、便宜上、ＣＰＵ１１を動作主体とする。
【００５８】
　図４は、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００による、レシピスコア算出処理の流れを
示したフローチャートである。当該処理の前提として、上記レシピ情報提供ページには、
上記飲食店端末３００からの掲載要求に応じて、複数のレシピ情報がアップロードされ、
売買用に掲載されているものとする。
【００５９】
　同図に示すように、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００のＣＰＵ１１は、まず、レシ
ピ情報提供ページに掲載されているレシピ情報のいずれかについて、所定のスコア算出サ
イクルが到来したか否かを判断する（ステップ４１）。
【００６０】
　所定のスコア算出サイクルとは、レシピ情報が初めてアップロードされたとき、及び、
前回のスコア算出時から所定期間（例えば１週間、２週間、１カ月等）が経過したときで
あるが、これらに限られない。当該算出サイクルは、例えばレシピＩＤ等の識別情報に対
応付けられてレシピ情報データベース３３において管理されている。
【００６１】
　上記スコア算出サイクルが到来したと判断した場合（Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１１は、上記レ
シピＩＤを基にレシピ情報データベース３３を参照して、スコア算出対象のレシピ情報が
有する、食材及び調味料の数及び原価、調理時間、調理工程数を抽出する（ステップ４２
）。
【００６２】
　続いてＣＰＵ１１は、上記売買履歴情報データベース３４を参照して、上記スコア算出
対象のレシピ情報のこれまでの売買回数を抽出する（ステップ４３）。
【００６３】
　続いてＣＰＵ１１は、上記抽出した食材及び調味料の数、原価、調理時間、調理工程数
と、上記売買回数とを基に、上記レシピ情報のスコアを算出する（ステップ４４）。
【００６４】
　例えばＣＰＵ１１は、上記食材及び調味料の数、原価、調理時間、調理工程数と、上記
売買回数についてそれぞれ設定された基準スコアに対して、上記食材及び調味料の数、原
価、調理時間、調理工程数が、それぞれに設定された所定の閾値よりも大きければ負の重
みづけ、小さければ正の重みづけを実行し、重みづけ後のスコアを加算する。
【００６５】
　そしてＣＰＵ１１は、上記加算された重みづけ後のスコアに、売買回数に例えば１を加
えた数を乗じ（レシピ情報がレシピ情報提供サイトに初めてアップロードされた際には、
売買回数は０回となるため）、それを掲載条件に応じて（例えば、スコアが１～１００の
値や１～１０の値で表されるように）正規化した値を、最終的なレシピ情報のスコアとし
て算出する。
【００６６】
　すなわち、当該スコアは、上記各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時
間が小さく、上記売買回数が大きいレシピ情報ほどスコアが高くなるように算出される。
【００６７】
　続いてＣＰＵ１１は、上記算出されたスコアを、上記レシピ識別情報（レシピＩＤ等）
と対応付けて上記レシピ情報データベース３３に記憶（２回目以降の算出の場合は更新）
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する（ステップ４５）。
【００６８】
　続いてＣＰＵ１１は、上記算出されたスコアを基に、上記レシピ情報の販売価格を算出
する（ステップ４６）。例えばＣＰＵ１１は、全てのレシピ情報に共通なまたはレシピ情
報のカテゴリ毎に共通な基準価格に、上記算出されたスコアを販売価格決定用に正規化し
た値や、スコアの偏差値を正規化した値等を乗じることで、レシピの販売価格を決定する
。
【００６９】
　そしてＣＰＵ１１は、当該決定した販売価格によって、スコア情報にそれまで設定され
上記売買履歴情報データベース３４に記憶されていた販売価格を更新する。レシピ情報が
初めてアップロードされた場合には、ここで初めて販売価格が決定され記憶される。
【００７０】
　そしてＣＰＵ１１は、上記スコア算出対象のレシピ情報のレシピ名（またはその他のレ
シピ識別情報）と、上記算出されたスコア及び販売価格を含むレシピ情報により、上記レ
シピ情報提供ページを更新する（ステップ４７）。
【００７１】
　図５は、上記飲食店／レシピ情報提供サーバ１００が生成したレシピ情報提供ページの
例を示した図である。
【００７２】
　同図に示すように、レシピ情報提供ページは、複数のレシピ情報掲載欄５０を有する。
各レシピ情報掲載欄５０は、各レシピ情報及びその提供元の飲食店を識別するレシピ名（
メニュー名）情報５１、レシピ情報を購入するための販売価格情報５２、各レシピによっ
て出来上がったメニューの写真情報５３、各レシピ情報の購入要求を送信するための購入
ボタン５４及び各レシピ情報のスコア情報５５を有する。
【００７３】
　上記販売価格情報５２及びスコア情報５５は、上述した処理によって算出されたもので
ある。
【００７４】
　各レシピ名（メニュー名）は、上記飲食店情報ポータルサイト上におけるいずれかの飲
食店のメニュー情報ページに掲載されたメニュー名に対応している。
【００７５】
　このレシピ情報提供ページは、上記レシピ情報ポータルサイトに飲食店端末３００がア
クセスすることによって飲食店端末３００へ送信され、そのディスプレイ上に表示される
。飲食店端末３００のユーザがいずれかのレシピ情報の購入ボタン５４を押下操作（タッ
プ、クリック等）すると、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００に当該レシピ情報の購入
要求が送信される。
【００７６】
　飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、当該購入要求に応答して、上記販売価格情報
５２に対応する価格での当該レシピ情報の決済処理を実行する。決済処理が完了すると、
飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、対応するレシピ情報をレシピ情報データベース
３３から抽出し、購入元の飲食店端末３００へ送信する。
【００７７】
　図６は、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００が上記レシピ情報データベース３３に記
憶し、上記購入処理によって飲食店端末３００に提供されるレシピ情報の例を示した図で
ある。
【００７８】
　同図に示すように、レシピ情報は、例えば、レシピ名（メニュー名）、レシピ情報提供
元の飲食店名、何人分または何個分のメニューであるかを示す情報、調理時間情報、出来
上がり写真、食材名、調味料名、それらの分量、及び調理工程に関する情報を含む。
【００７９】
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　各食材名及び調味料名には、それらがどの調理工程において使用されるものであるかを
示す情報（例えば調理工程Ｎｏ．）が対応付けられている。
【００８０】
　上記レシピ名（メニュー名）、提供元の飲食店名、出来上がり写真は、図５で示したレ
シピ情報提供ページに掲載される情報と同一である。しかし、上記食材名、調味料名、そ
れらの分量に関する情報は、上記レシピ情報提供ページにおいては掲載されず、レシピ情
報が購入されない限り閲覧できないようになっている。
【００８１】
　同図では、「海老入り餃子」のレシピ情報の例が示されている。図４に示したフローチ
ャートのうち、スコアの算出処理においては、食材の数（６つ）、調味料の数（７つ）、
調理工程数（８つ）等が、上記売買回数と共に用いられる。
【００８２】
［まとめ］
　以上説明したように、本実施形態によれば、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、
レシピ情報に含まれる食材の原価や分量、調理時間、調理工程数のみならず、レシピ情報
の売買回数を基にレシピ情報のスコアを算出してレシピ情報提供ページに掲載し、よりス
コアの高いレシピ情報がさらに売買されていくことによって、より売買回数の大きい、す
なわち、より長い歴史を持つレシピの価値を向上させることができる。
【００８３】
　また、レシピ情報を販売する飲食店は、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００へレシピ
情報をアップロードするだけで、販売価格の決定を含む販売事務処理を飲食店／レシピ情
報提供サーバ１００へ委託することができる。またレシピ情報を購入する飲食店は、上記
レシピ情報提供ページ上で購入操作を行うだけでレシピ情報をダウンロードできるため、
レシピ情報の販売側、購入側双方の手間が省かれるのみならず、レシピ情報のアップロー
ド以降ダウンロード前までの間は、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、販売側及び
購入側いずれの飲食店端末３００ともデータをやり取りする必要がないため、通信負荷の
増加も防止することができる。
【００８４】
［変形例］
　本発明は上述の実施形態にのみ限定されるものではなく、本開示の要旨を逸脱しない範
囲内において種々変更され得る。
【００８５】
　上述の実施形態では、レシピ情報に含まれる各食材及び各調味料の数及び原価、調理工
程数、調理時間の全てが、売買回数と共にレシピ情報の算出に用いられたが、レシピ情報
の算出には、上記レシピ情報に含まれる情報のうち少なくとも１つが、如何様にも組み合
わされて、売買回数と共に用いられてもよい。
【００８６】
　またその際、各食材及び各調味料の数及び原価、調理工程数、調理時間のそれぞれにつ
いて、異なる重みが設定されてもよい。
【００８７】
　上述の実施形態では、レシピ情報の販売価格は上記算出されたレシピ情報のスコアに基
づいて決定されたが、例えば飲食店が望む場合等には、上記スコアに関わらず飲食店が決
定した販売価格がレシピ情報提供ページ上に掲載されてもよい。
【００８８】
　上述の実施形態では、図５に示したレシピ情報提供ページ上では、レシピ情報に含まれ
る食材名、調味料名、調理工程等、レシピ情報に含まれるレシピ識別情報以外の情報は掲
載されていなかったが、レシピの全容が明らかにされない限り、それらの情報の一部がレ
シピ情報提供ページに掲載されてもよい。
【００８９】
　上述の実施形態において、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、各飲食店が上記レ
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シピ情報提供ページにアップロードしたレシピ情報のスコアの平均値を基に、各飲食店の
評価情報（例えば星の数や数字等）を算出し、当該評価情報を、上記飲食店情報ポータル
サイト上の飲食店情報提供ページにおいて、各飲食店の飲食店情報と共に掲載してもよい
。これにより、より長い歴史を有する、価値の高いレシピを持つ飲食店がより高く評価さ
れることになるため、各飲食店に、より価値の高いレシピを作成するモチベーションが与
えられる。
【００９０】
　またこの際、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、ユーザ端末２００から、上記ス
コアの平均値を検索条件とした飲食店情報検索要求を受け付け、当該スコアの平均値を基
に検索された飲食店情報を掲載した飲食店情報提供ページをユーザ端末２００へ送信して
もよい。すなわち、例えば従来から存在する所在エリアやジャンル等の飲食店検索条件の
１つとして、各飲食店が有するレシピ情報のスコアが用いられてもよい（例えば、「スコ
ア〇点以上」の飲食店を検索する等）。これにより、ユーザは、より高い価値を有するレ
シピを持つ飲食店を容易に検索することができる。
【００９１】
　上述の実施形態では、レシピ情報のスコアは、レシピ情報の売買用のレシピ情報提供ペ
ージに掲載されることを目的として算出された。しかし、当該スコアは、当該レシピ情報
提供ページに掲載されなくてもよい。すなわち、レシピ情報の売買手段が別途存在する場
合には、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００は、飲食店端末３００からの要求に応じて
、各飲食店のレシピ情報及び売買回数を基にレシピ情報のスコアを算出し、それを飲食店
毎に記憶し、提供元の各飲食店端末３００から閲覧可能とすることで、各飲食店は、自店
の有するレシピ情報の価値を把握し、必要に応じて上記飲食店情報提供ページに掲載する
等によりユーザに報知することができる。
【００９２】
　上述の実施形態において、レシピ情報の売買回数に加えて、レシピ情報の作成年月日が
上記スコアの算出に用いられてもよい。この場合、レシピ情報データベース３３は、上記
各レシピ情報の作成年月日を示す情報を記憶し、飲食店／レシピ情報提供サーバ１００の
ＣＰＵ１１は、上記各食材及び各調味料の数及び原価、料理工程数、調理時間のうち少な
くとも１つについて、それが小さく、かつ、売買回数が大きく、かつ、上記作成年月日が
古いレシピ情報ほどスコアが高くなるように、上記各レシピ情報のスコアを算出する。こ
の場合、売買回数と作成年月日に異なる重みが設定されてもよい。これにより飲食店／レ
シピ情報提供サーバ１００は、単に売買回数が多いだけでなく、仮に売買回数はそれほど
多くなくても、それを購入した飲食店にそれぞれ長期間使用され、長い年月に亘って売買
対象とされているレシピを、より高く評価することができる。
【００９３】
　上述の実施形態において、レシピ情報を作成してレシピ情報提供ページにアップロード
するのは飲食店端末３００であったが、飲食店に代えて、または飲食店に加えて、料理人
（シェフ）個人が、自身で作成したレシピ情報を、料理人が利用する端末（料理人端末）
からレシピ情報提供ページにアップロードしてもよい。この場合、料理人を識別する料理
人ＩＤ等、料理人に関する情報が、上記飲食店情報データベース３１と同様に飲食店／レ
シピ情報提供サーバ１００に記憶される。また、営業中の飲食店の飲食店端末のみならず
、閉店した飲食店の飲食店端末が、閉店前または閉店後に作成したレシピ情報をレシピ情
報提供ページにアップロードしてもよい。
【００９４】
　本願の特許請求の範囲に記載された発明のうち、「情報処理方法」と記載された発明は
、その各ステップを、ソフトウェアによる情報処理によりコンピュータ等の少なくとも１
つの装置が自動的に行うものであり、人間がコンピュータ等の装置を用いて行うものでは
ない。すなわち、当該「情報処理方法」は、コンピュータ・ソフトウェアによる情報処理
方法であって、コンピュータという計算道具を人間が操作する方法ではない。
【符号の説明】
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【００９５】
　１１…ＣＰＵ
　１８…記憶部
　１９…通信部
　３１…飲食店情報データベース
　３２…ユーザ情報データベース
　３３…レシピ情報データベース
　３４…売買履歴情報データベース
　５０…レシピ情報掲載欄
　１００…飲食店／レシピ情報提供サーバ
　２００…ユーザ端末
　３００…飲食店端末

【図１】 【図２】

【図３】
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